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<コメント>

今回のレースではベストタイム付近で、ラップし続けることが出来たということが良かったと思います。

課題は序盤のペースをいかにして上げていくかだと思います。

序盤はなかなかタイヤを温める事ができずに、ペースが上がりませんでしたが、徐々にタイムが上がり前方の９位争いの集団に追いつきました。

転倒した出口選手をうまく避けましたが、安田選手には先にいかれてしまい９位でチェッカー。

しかし後続も必死にペースを上げ追いついてくるため引き離す事が出来ません。

決勝日はようやく気温が上がってきました。これでタイヤのパフォーマンスが発揮できます。

決勝レースはスタート直後に順位をさげてしまい１３位で一周目を終えました。その後転倒者がいたためセイフティカーが介入し残り１０週からレー

スが再開。全日本初のローリングスタートでしたが無事にスタート。

前回のもてぎは極寒のレースでした。今回は少し暖かくなるという予報でしたが・・、金曜・土曜とそれほど気温が上がりませんでした。

予選ではもてぎで使っていた仕様で走行。計時予選で時間が35分ということもありソフト目のタイヤを使用してアタック。

３台もつれたまま最終ラップのシケインに進入。安田選手と競り合っているところに出口選手が割って入りましたが、こらえきれず転倒。

畑中　健太郎

毎回このレースはフォーミュラが走行するため路面のコンディションが良くありません。

自己ベスト付近でラップし続けた結果、タイミングよくパスすることができ、残り３周で９位に浮上。

今回はエントリー台数が６０台を越えているためコース上は激混みでした。

皆様お待たせしました。第２戦鈴鹿です。もてぎに観戦に来られた方体調崩していませんか？

レーシングサプライ

練習走行日に新型リンクのテストを行いましたが、なかなかいいところが引き出せませんでした。

では九州でお会いしましょう！

2′10″010で１０番グリッドを獲得。

そのためにはマシンの戦闘力を更に上げることも必要になってくると思います。

次戦APですがいろいろと試行錯誤しながらマシンもライダーもレベルアップしていきます。

皆様応援ありがとうございました。
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